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磐梯山の火山性地震について本

井共 健牢*

1. はじめに

1965年に磐梯山の常時火山観測体制が敷かれ，その業

務を若松測候所が担当した.同年7月から62E型直視式

電磁地震計児よる常時震動観測が実施され，現在，活動

が比較的静穏な該火山にも，その周辺に震源を有す~と

見られる火山性地震が発生していることが認められた.

近接する吾妻山，または那須岳などでは，該火山休で、の

有感地震の発生，活動が活発化した時期における多点震

動観測などによ、り，その震源、が地表面の火山活動地域周

辺にあることが明らかにされている.

ここでは， 磐梯山の場合について， 1点観測の資料で

はあるが，その記象から，該火山およびその周辺に震j源原

を有す守7ると見ら

た.

なお，検討資料として次のものを用いた.

( 1 ) 磐梯山用 62立型直視式電磁地震計の記象紙，

1965年 7月---1971年6月

(2 )，気象庁，火山報告， Vol 6 (1966)---Vol10 (1970) 

(3 ) 国土地理院， 1/5万， 1/20万ーの地形図

(4) 福島県(1962)，1/20万福島県地質図

(5) 猪苗代測候所，地震原簿(1954)

2. 距離係数の推定

磐梯山およびそれに隣接する地震観測点は第 1表のと

551.21 

おりであり，その概略の位置を第 1図に示す.

1966年の 5月から7月にかけて，吾妻山に有感地震が3

回発生した.これらの中震については大野の調査ベが

あり，震源、は吾妻山の浄土平を中心とした半径約 3~km

以内，深さ 4km以浅の地域に求められている.
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第 1図 火山および変換器設置点の位置

観測点名|高 度|緯 度|経

第 1表変換器設置点

考備

ヨ仁王ヨ 妻 山 890m 370 45.4' 1400 18.2' 一切経山頂から北東 5.7krn 白樺平 恒久観測点

j争 土 平 1575 /1 43 // 16 // 南東 0.5 機動観測

野 土日1 1180 // 40 // 16 // 南3々 東 7.0 // 

安達末良山 900 // 38.6 // 20.2 山頂から北東 4.8 恒久観測点

磐 梯 山 1000 // 34.9 // 04.9 // 南々 東1.8 // 

芽F 須 岳 1270 // 06.8 139 59. 1 茶臼岳山頂から東南東1.9 // 

* T. Inoue: On the -Volcanic Earthquakes of Bandai 

VoIcano 

** 若松測候所
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124 験震時報第 38巻第 4 号

符号| 現 時

第 2表 吾妻山および那須岳の有感地震

震 央 |深 さ| 規模 叫 考発 {荷

a 1966年 5月 28日 13時 34分 一切経山の南1.2km 3.0km 3.3 浄土平震度皿

b // 7 6 16 10 // 西南西 3.8 2.1 4. 1 // // III""'"町

C // // 21 、04 23 // 南東 2.2 1.7 2.6 // // 1 

d 1967 9 1 13 13 (茶臼岳〉 × × ロープ更ェイ駅震度 I

e // // 15 19， 。。 // 
、

× × ? 

まだ， 1967年の 9月には那須岳でも有感地震が観測さ

れたが，この震源は明らかでない.しかし，那須茶臼岳

の北東 900m，東南東 1km，南西 500.mの 3点で観測

した清野の調査ωによれば， ζれらの観測点で，fP，.....，S 

が0.1，.....，0.6秒， 1. 1，-...，1. 6秒のものは明らかに茶臼岳付近

に震源があるJとじている.また，宇都宮地方気象台の

調査(9)でも那須火山観測所で観測された地震のうち，

fP'-""Sが3秒，以下(特に0.6，-...，1.0秒〉のものは火山

体のごく近い所で起っている」としている.

上述の吾妻山および那須岳の地震に a，b，c，d，e

の符号をつけて第2表に，また，吾妻山有感地震の震央

分布(大野による〉を第 2図にv示す.

次に，これらの地震に対する各観測点の観測値，震央

と観測点との距離 (L1)， および筆者が算出した距離係数

k (この場合，震源は地表面にあると仮定している〉を

第 3表に示す.

火山観測指針ωでは， f火山体上に設置した地震計で

当該火山に発生する火山性地震を観測するような場合に

は，ん=3'-';'5くらいがよく用いられるjとしている.ま

た，気象庁技術報告第75号の各調査ではん=5'-""6が用い

られている.

第 3表から明らかなように，吾妻山の火山性地震をそ

の山体上でとらえたとみなせる吾妻，野地両観測点の資
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第 2図 吾妻山有感地震の震央分布(大野による〉

料からは，k与5，やや離れた安達太良，磐梯では， 長=

5，-...，6となる.Lれらのことから，磐梯山の火山性地震

も，その山体上で観測した場合には，k与5km/secとし

!ても良いのではないかと考えられる.

しかし，那須岳の火山性地震を 50krp以上離れた磐梯

の観測点、で記録させると，いわゆるーマ般地震の記象型を

しているとみなせるから， 20km以上離れた吾妻山の地

震の場合にも，完全に火山性地震型としてとらえている

のではなくて，ある程度，一般地震に近い型でとらえて

いるのではないかと推定される.それに，那須岳の地震

の場合，その山体上での観測値からは，k<3 kmJsecと

なることやJ一般に，L1と，震源の深さとが小さい地震ほ

どkの{直も小さくなっている傾向があること(例えば，

金沢，柏原の調査ω によれば，桜島の火山性地震にお

いて，k手 2.6，.....，5.6kmJsecと算出)，さらに，震源の深

さは別として，L1の値が小さければ hの値も小さいとい

う傾向は第3表からもうかがわれることであり，磐梯山

の火山性地震においても，k<5 kmJsecのものがあるの

ではないかということは十分に考えられる.

したがって，k<5 kmJsecの場合もあり得るというこ

とを考慮に入れた上で，一応，磐梯山の火山性地震につ

いての距離係数を k=5.0 km:/secとして考察を進める

ことにする.

3. 磐梯山の火山性地震，

3.1 地震回数とその p，.....，S時間による度数分布

この調査期間に，P，-...，S<5 secの地震がおよそ1660個

観測されている.その中で p，.....，S時間が秒の 1位まで読

;み取ることができるものは635f屈である.この635個の地

震について，p，.....，S時間を 1秒間隔で区切って度数分布

を調べたものが第4ニ1表および第 3-1図である.

第 4-1表の度数から見ると， 2.1 sec<P，.....，Sぐ3.0sec 

の地震がその約40%を占めており，さらにこれを 0.1秒

間隔で、区切って度数分布を調べたものが第 4:-2表および

第 3-2図である.

これらの度数分布から明らかなように，P"'7'S時聞が
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磐梯山の火山性地震について一一井上 125 

第 3表各観測点の観測値.11およびん

切 動
地震 観測点 P'--s d ん {席 芳Jι 

PN PE pz 

磐 梯 山 3.9sec -0.5μ -0:1μ +0.7μ 21. 3 km 5.5 kmjsec 倍率3500倍

a 吾妻山 × -5.1 -3.6 一5.3 6.4 × 

安達太良山 (1. 3) -0.5 +0.9 +2.3 11.6 (8.9) 

磐 梯 山 4 >-5.0 -1.5 >+5.0 19.2 (4.8) 倍率5000倍

b 吾妻山 × +3.1 十2.9 +2.2 、9.4 × ，1 P~S=4. 0としてんを算

安達太良山 × +0.7 -0.2 -0.9 14.3 × 出

磐梯山 3.6 × × +0.0 22.3 6.2 倍率5000倍

吾妻山 1.0 -1.3 -0.7 -0.9 4.8 4.8 
C 

野 土色 1.1 -0.2 5.4 4.9 上下動のみ設置

安達太良山 1.9 (+) -0.1 -0.2 9.8 5.2 

磐梯山 6 × × +0.2 52.4 (8.7) 倍P--率S50=00倍
d 6.0とじてhを算

那須岳 o. 7 1 +5.3 -0.7 -3.0 1.9 2. 7 出

磐梯山 6.3 +0.4 +0.1 +0.9 52.4 8.3 
倍PE率・P50z0は0倍振り切れか?e 

那須岳 0.8 -3.6 +11. 0 +11. 0 1.9 2.4 

第 4-1表 P--s時間 1秒間隔の度数分布‘

P--S sec 11 <5.0 
11 

1.1--2.0 2.1--3.0 3.1--4.0 4.1;.......，5.0 

回 ま文 11 635 
11 

123 121 260 68 63 

第 4-2.表 P--s時間 0.1秒間隔の度数分布 (2.1秒<P""'-'S<3.3秒〉

--s 田=-1I 2.~"'"'3. 0 11 2. 1 I 2. 2 1__:. 3 l' 2. 4 I 2. 5 I 2. 6 J 2: 7 I 2.8 I 2. 9 I 3. .0 I~r葉信
回 数| 260 

11 

7 6 O 59 

f 2 .3 4- 5 

-一一『ιp-s(秒〉

2，1 2.5 3.0 

-一一一一『色P-sゅよづ

2.1--3.0秒の地震の度数が最も多ぐ，その中でも 2.3--

2.5秒の地震が極大を示す.

3;2 震源の深さを考慮せずに 1点観測の初動方向と

距離係数とから求めた震央

P--s時間が1/10秒まで読み取ることができ，かつ，

3成分の初動が，非常に明瞭なもの，やや明瞭なもの，

辛うじて読み取れるものの 3種類に分け，距離係数=

5.0 kni/secとして震央を求め第4図に示ナ.

いま，磐梯山，猫魔山を一連の火山ιみなして，これ

らを取り巻く 1000m"の等高線で、固まれる部分で発生す

る地震を磐梯山の火山性地震とみなせば，それは第4図

から;， P--S時聞が 2秒以内のものに限定される.

また，猫魔山より生成時期が新しい火山で、ある磐梯山
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3-1 P--S<5秒 3-2 2. 1秒くP，;.....;S<3.0秒 のみを対象として，上記の区域の東側半分を「磐梯山の

第 3 図 P~S時聞による度数分布 火山体」とすれば，P--S時間 1秒以内のものが磐梯山
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$:変換審査見昆有、

.籾動力て非常に明瞭な地震

@:初動力で々や明瞭公地震
0:初動以辛うUて直危みとれる地震

一一:断層

第 4図 ん=5kmJsecとしたときの切動による震央分布

の火山性地震ということになる.第4図から明らかなよ

うに，p，.....，S時聞が 1秒以内の地震の大半はこの 1000m

等高線内の東側半分の区域で起こっている.

平，中の湯および 1888年の爆裂火日壁の各観測点であ

る.

火山活動が地表面に現われている地点と震央との対応

はあまり良くつかない.また，この調査期間内に火山活

動が特に変ったということも認められていないことなど

から，これらの地震と地表面における火山活動との関係

は不明である.なお，p，.....，S時間 1秒以内の地I震の年別

一方，現在，磐梯山で、噴気活動を行なっている場所お

よび変換器小屋の位置の概略を第5図に示す.

図中の@印は現地観測点であり，この中で、噴気活動を

行なっているのは，銅沼，弘法清水を除く，山腹の沼の
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磐梯山の火山性地震について一一井上 127 

第 5表 P，....，s時間 1秒以内の地震の年別発生回数

l(7ri2月) 1 

数 11'4 . 1 

，-

.1404. 

1966 1967 

23 

猫車岳 ;〆 ノ'<"・ ・山 '咋 I^-(A-... 

" . ' 、 制 .

お' / /' 弘 法 う 内__H('仔

v ，f / 磐梯山JA7  
勺~' AI427 

赤主嵐山

変換説。重点

第 5図磐梯山の観測点略図

(・印は現地観測の観測点)

発生回数は第5表のとおりで，顕著な変動はないと言っ

てよい.

次に， 3.1項で P，..""s時間の度数分布が最大を示した

P，....，S 2.1，....，3.0秒の地震は，磐梯山の変換器設置点を中

心として東北東~南東象限のもの，南西象限のもの，北

西象限のもの，の 3群に大別でき，一見，それぞれ石建

断層，背支断層，雄国山から猫魔山へかけての断層の近

辺に集中しているように見える.

しかし，これらの地震の記象型は，そのほとんどが火

山観測指針ω(68ページ〉で言う「火山性地震くその

1) Jに類似していて，上に述べたどの象限に発生した

ものであるかを記象型から判別することは困難である.

ここで， I火山付近1の範囲が問題になるが，こ、れら

の地震はいずれも磐梯山からはかなりの距離にあり，東、

北東象限のものなどは，磐梯山よりむしろ安達大良山の

近くで起こっている.したがって，距離係数是=5.0km/ 

secとした場合には，これらの地震は磐梯山の火山性地

震とは言い難い.しかし， 距離係数んキ3.0km/secと

する根拠が見出'せるなら，これらの地震の中の一部〈北

西象限のも〉のは磐梯山の火山性地震とみなすことがで

きる.

これらのことから，p，..""S時間が 3.1秒以上の地震に

ついては，磐梯山の火山性地震から除外する方が妥当で

あると思われる.

1968 1969 . 1970 

10 16 24 

3..3 距離係数と 1点観測の初動とから求めた震源

第4図に震央を示した地震のうち，P---S時聞が 3.0

秒以下のものについてその震源の深さを考慮した分布図

が第6図である.図中， (2)とあJるのは同一震源、を有す

る地震が2つあったζ とを示す.

震央が第4図の場合よりも変換器設置点に接近するの

は当然のことであるが，第6図から明らかなように，そ

の大部分が変換器設置点から半径 5km以内の地域に密

集している.とれは，P---S時聞が長い地震ほど震源が

深く，ヲう〉つ震央距離が短かくなる傾向にあるためであ

る. 1点の P---S時間と初動とを用いて震源、を推定する

方法は，その適用範囲がせいぜい P---S時間 1秒までと

言われているω ことなどから，第6図で P---S時聞が

2. 1秒以上の地震については， この方法で震源を求める

ことには問題があると思われる.

3.4 距離係数と 3点観測の P，....，s時間とから求めた

震源

この調査期間中に，初動と P---s時間とが吾妻・安達

太良・磐梯の 3山そろって読み取れた地震が1967年11月

27日10時55分にあった.

この地震につーいて， 距離係数件=5.0km/sec)と

1 :~，ごとの初動とから震央を求め，それぞれ O吾，@

‘ED 変2典器宣見置点、・00:ト5く1.0秒ててそれぞれ初動がて非情に日月瞭岳地震沖平明瞭{;}地主是)1=;う
じて読みとれる地痕.)祭字はF長男宇、d)派さKmOイoi![lJ:4..T色5入)• 

園田口、1，1:がくp-s<zO，l>)吋 タ

血 Aム : 2.1坦lふくP-S<3.0.t;町、、 タ

一一一・断層

。@出:3.4.項参照、

第 6図 ん=5 km/sec としたときの初動による震源分布
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安，@磐印で第6図の右側に示した.

また， 3点観測の P----s時間から求めた震源を@印で

示した.まJた， A*印は 3.3項の方法で求めた震央であ

る.これらの位置を比較すれば，震央の誤差の程度が推

定できる.

3点観測で求めた震源は， 1点観測のー資料から求めた

ものよりも誤差が小さいはずであるから，この地震の震

、 央(@印〉から求めた距離係数は h与4.0kmJsecとな

り，初動は右方向にかたよっていることになる.

3.5 1954年の猪苗代における有感地震

1954 (昭和29)年7月2日，磐梯山付近で局地的な有

感地震が6回あり，猪苗代測候所(後に会津若松市に移

転〉の地震計には，同月 1日----5日に許11回，火山性と

思、われる地震が記録された(0)

、当時の使用地震計は中村式簡単微動計、(水平成分の

み〉で，地震回数 11回の内訳は 1日1回， 2日9困， 5

日1回である.その中で猪首代における有感地震は2日

の朝方 (05時42分----06時56分〉の 6回， 06時29分の震度

Eが最大であり，その他の 5回は震度Oである.また，

P ----S時間は1.7----2.1秒j初動方向は不明である.

いま，初動方向はすべて北西の方向を示すものと仮定

し，距離係数として k=5.0kmJsecを用いれば， これ

らの地震の震央は磐梯山の火山体または*山付近(磐梯

山を取り巻く 1000m の等高線で固まれる区域〉にある

ことになるから、，これらの地震は磐梯山の火山性地震で

あると考えることができる.

しかし，その中の 2日18時20分の地震は猪首代でほ無

感であるが若松測候所では有感(震度 1，)であるこ左か

ら，これちの地震の一部は，震源、が磐梯山にあったかど

うか疑問である.

4. まとめ

1) 1954年の猪苗代町における有感地震および震動観

測開始以後の資料から，現在，その活動が穏やかな該火

山にも，火山性地震が発生していることがわかる. な

お，本文ではふれていないが，現在までのところ，火山

性微動は観測されていない.

2) P----S時聞が 5秒以内の地震について，P----S時間

を1秒間隔で区切っ、て度数分布を調べると ，2.1sec<P 

----S < 3. 0 secの地震が最大の度数を示し，その約40%を

占める.

J、3) 該火山付近に発生した地震の距離係数は k=5.0

kmjsecが妥当であろう. もちろん，kの値が.これ以下

の場合もありうることで、ある.

4心〉 磐梯山の火山性地震トはまむi該火山に設置した6臼2E型

直視式電磁地震計で

のに合i註Eれている.さらに，k，=3. 0 kmjsecとするか，

または火山性地震の発生範囲を多少ひろげてみた場合で

も，P----S時聞が 3.0秒以内のものに限定される.

5) P----S時聞が 3;0秒以内の地震についてその震央

の分布をみた場合，現在地表に現われている噴気地帯や

温泉などの分布地域との対応は必ずしも良くない.

終り応，この調査を進めるに当り，記象の験測をはじ

め，終始，御指導をいただいた沼田所長に深謝します.
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